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研究の概要 本研究では“植物が如何にして身を守っているか”そして“病原体が如何にして
それを破るか”を分子生物学的に解明する。これまでに数多くの植物免疫に関連する遺伝子や 

病原体のエフェクターが単離され、動物の自然免疫との共通点や相違点が明らかになってきて 

いるが、タンパク質レベルでの分子メカニズム解明にはほど遠いのが現状である。これまでに 

本研究室で確立したゲノム、プロテオーム、ケミカルゲノミクス、そしてタンパク質構造解析 

基盤を駆使し、植物免疫および病原性に重要なタンパク質とその複合体の同定、さらにその構

造解析を通して植物免疫システムの全容解明を目指す。

研 究 分 野：農学・境界農学・応用分子細胞生物学

キ ー ワ ー ド：分子間相互作用

１．研究開始当初の背景
植物は、動物などと同様に個々の細胞が病原
体の生体構成物質を感知して防御反応を誘
導する“自然免疫系”を発達させ、多種多様
な病原体に対応している。これに対し病原体
は自然免疫系を抑制し感染を確立するが、病
害抵抗性を示す植物は、さらに強い防御反応
を誘導できる。免疫機能に関与する多くの因
子が明らかになってきているが、遺伝学的手
法を用いて単離された因子によるものがほ
とんどであり、植物免疫システムの活性化メ
カニズムは依然として不明な部分が多い。
２．研究の目的
植物免疫および病原性に重要なタンパク質
とその複合体の同定、さらにその構造解析を
通して植物免疫システムの全容解明を目指
す。
３．研究の方法
ゲノム、プロテオーム、ケミカルゲノミクス、
そしてタンパク質構造解析基盤を駆使し、植
物免疫阻害剤ターゲットの新規同定により
植物免疫システムにおける新パラダイムの
確立を目指す。また生化学的機能が不明でか
つ重要な植物免疫関連タンパク質複合体の
機能解析を推し進める。
４．これまでの成果
病原体ゲノム解析や免疫に関するタンパク
質の詳細解析の他、植物の免疫を阻害する類
似化合物を同定し、さらに化合物の結合タン
パク質を同定した。このタンパク質の植物内
大量精製法を確立し、その高純度精製、結晶

化に成功した。結晶解析の結果、マンガンを
含有し、糖鎖を持つ６量体の構造を決定した。 
５．今後の計画 
ゲノム解析や構造情報から免疫に関与して
いる可能性が高いタンパク質を選定し、植物
内の機能解析を進め、植物免疫システムの全
容解明を目指す。 
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